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繁に用いられる手法の一つである。（Knowles et al. 2006）暴露回数当たりの傷
害発生率の利点は，試合と練習期間，各部位別，競技年数別などの傷害発生率
を算出することで，それぞれの危険度を容易に比較，検討できることである
（Iguchi et al. 2013）。その一方，外傷の直接的なリスク要因の発見には結びつ
きにくいという短所も抱えている。




























（Vertical Jump，以後 VJ），パワー（以後 Power），Body Mass Index（以後 BMI）
の記録を対象とした。Powerは体重と VJ の記録から Lewis equation を利用
し算出した（Iguchi et al. 2011）。計測は，全てのテストとも，全米ストレング
スアンドコンディショニング協会（National Strength and Conditioning Association，
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を休んだ場合とした。外傷の記録は全て全米アスレチックトレーナー協会
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